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日  時：令和8年7月1日(水)13時30分（予備日：3日(金)） 

取 材 先 ：松井秋彦さん(67)・淳史さん(41) 

集合場所：川崎市宮前区初山1-35-1 (松井さん自宅) 
※川崎市バス「緑地」バス停より徒歩5分 

※取材申し込みの際に、車で来場されるかどうかお知らせください。 

 
内  容：概ね1時間30分ほどお時間をいただき、 

収穫や選別、出荷準備の様子を撮影させていただく他、 

栽培における工夫や苦労、やりがいなどの質問・取材に 

お答えいただきます。 

ＪＡセレサ川崎 経営企画部広報課の職員も同行します。 

 

 

 

 

太陽の恵みをたっぷり浴びた露地トマト 
収穫の最盛期を迎えています！ 

 

 

【お問い合わせ・取材のご連絡について】 
※取材をご希望される場合は、事前にＪＡセレサ川崎広報課までご連絡願います。 
◆お問い合わせ先 
セレサ川崎農業協同組合本店 経営企画部広報課 TEL 044-877-2964   担当：岩田・髙松  

報道関係者 各位 

令和８年6月24日 

 川崎市内産の露地トマトの収穫が6月中旬ごろより始まっています。市内では、JAセレサ川崎
の大型農産物直売所「セレサモス」宮前店と麻生店、生産者の直売所などで販売されます。 
 このたび、生産者に協力を依頼し、収穫現場をご案内いただける機会を設けましたので、ぜひ
取材いただき、地域で愛されるトマトを紹介いただければ幸いです。 

 
 

 

 

 今回ご協力いただく松井秋彦さんは、息子の淳史さんや妻の智恵子さんらと共に7つの施設でト
マト約5800本を栽培し、夏には約800本を露地栽培しています。 
 甘みと酸味のバランスが良い「桃太郎」を主力品種とし、数々の品評会で県知事賞を受賞する
など、高い評価を得ています。「セレサモス」宮前店にほぼ全量を出荷する他、川崎市などが主
催する「高津さんの市」でも販売し、多くの地域住民から人気を集めています。 
 土づくりにもこだわり、同市多摩区の明治大学馬術部で飼育する馬のふんを落ち葉と一緒に混
ぜ込み堆肥化しています。自然由来の有機物が多く含まれるため、土壌の微生物が活性化し良質
な土づくりが行われ、トマトを含む野菜全般のおいしさにつながっています。 

 

 市内産のトマトは、樹上で完熟してから出荷するため甘みと酸味のバランスに優れ、セレサモス

で不動の人気を誇る果菜類となります。市内では、施設と露地で通年栽培され、季節ごとに味わい

が異なるのが特徴。夏のトマトは陽射しをたっぷりと受け、ジューシーで濃厚な味わいになります。

令和４年度川崎市農業実態調査によると、市内での栽培面積は804㌃ほどで第７位、収穫量は年

間約164㌧と第２位。昨年のセレサモス出荷実績は85人となります。 

市内産のトマトについて 

松井 秋彦さんについて 

【取材ご案内】 

松井秋彦さん(左) 

地図はこちら 松井さんが生産するトマト 


